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２０２２年度業務実績報告書 

提出日 2023 年 1 月 17 日 

 

１．職名・氏名 特命教授 松原 宏     

 

２．学位  学位 博士（理学） 、専門分野 地理学、授与機関 東京大学、授与年 1985 年   

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

 

②内容・ねらい 

 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 

(2)その他の教育活動 

内容 

 福井県立大学地域連携本部と東京大学地域未来社会連携研究機構との連携協定にもとづき、

福井県立大生と東大生とが参加する「中山間地域における空き家問題」をテーマにしたトーク

イベントを、2022 年 8 月 26 日に企業交流室にて開催し、県大生 7 名、東大生 6 名が参加した。

また、「三国湊の歴史をたどり、観光を考える」エクスカーションを、2022 年 9 月 8 日に坂井

市三国地区で実施し、県大生 5 名、東大生 5 名が参加した。 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

日本の先進技術と地域の未来、共編者（はしがきと終章、16p）、2022 年、東京大学出版会 

新経済地理学概論、編者（はしがきと第１部、76p）、2022 年、原書房 

 

【２本】 

②学術論文（査読あり） 

 

 

【 本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

【 本】 

④学会発表等 

 動揺する国際政治と日本の産業政策の課題、産業学会全国大会、2022 年 6 月 

 

Japan's Local Revitalization Measures and Challenges of Inclusive Growth,  

1st International Triennial Conference on Local Finance, Seoul, 2022 年 12 月 

 

 

【2件】 

⑤その他の公表実績 

 包摂的成長と地域、福井県立大学地域経済研究所メールマガジンコラム、2022 年 6 月 

立地適応論を再考する、産業立地（日本立地センター）Vol.61 No.4、巻頭言、2022 年 7 月 

 

【2本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

 

 

 

(3)特許等取得 

 

 

 

 

(4)学会活動等 

日本地理学会会長（2022 年 6 月まで） 

日本地理学会百年誌編集委員会委員長（2022 年 3 月～現在に至る） 

経済地理学会評議員（2022 年 5 月まで） 

人文地理学会協議員（2022 年 11 月まで） 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

①-1 委員就任（国）（日本学術会議会員、分科会の開催と見解の発出、H29.10～現在に至る） 

①-2 委員就任（国）（経済産業省産業構造審議会委員、地域経済産業分科会長、H27.4～現在

に至る） 

①-3 委員就任（国）（内閣府地方創生推進交付金事業及び地方創生拠点整備交付金事業の効果

検証に関する調査検討委員会、座長、H29.4～現在に至る） 

①-４ 委員就任（国）（内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局・内閣府地方創生推

進室 RESAS 専門委員、H27.7～現在に至る） 

①-５委員就任（国）（内閣官房政府関係機関移転に関する有識者懇談会、フォローアップに関

わる有識者、R1.12～現在に至る） 

①-６委員就任（県）（新たな経済ビジョン策定委員会、委員、R4.10～現在に至る） 

①-7 委員就任（市）（多摩市身のまわりの環境地図作品展運営委員会、委員長、R3.6～現在に

至る） 

①-8 委員就任（その他）（日本立地センター関東地域政策研究センター運営委員会、副委員長、

H29.4～現在に至る） 

①-9 委員就任（その他）（中部圏社会経済研究所、中部圏における広域地方計画の将来展望研

究会、座長、R3.9～現在に至る） 

② ふくい産業支援センター受託研究「ロボット技術利活用による福井の未来の方向性」に関

する研究、産業技術先進地調査および報告セミナーでの講演「ロボットを活用した地域産

業高度化の現状と課題」、2022 年 7 月 27 日～2022 年 11 月 30 日 

⑤-1 東京大学地域未来社会連携研究機構との連携協定締結および記念公開シンポジウム 

2022 年 7 月 19 日、パネルディスカッション「北陸新幹線延伸による福井地域の発展可

能性と課題」コーディネーター  

⑤-2 国立社会保障・人口問題研究所、東京大学地域未来社会連携研究機構、福井県立大学地域

経済研究所との３者による連携企画、2022 年 10 月 7 日、地域経済研究フォーラム 

「ウィズコロナの下における人口の課題を考える」司会 

⑥-1 福井県立大学地域経済研究所地域経済研究フォーラム（自治体担当者向け）、「RESAS を

活用して人口減少対策と産業振興を考える」、企業交流室とオンライン、2022 年 6 月 23

日と 6 月 30 日に開催 

⑥-2 公開講座「『北陸アトラス』から福井の地域政策を考える」、オンライン、2022 年 10 月 22

日、10 月 29 日、11 月 5 日 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

 

(3)学内行事への参加 

 

(4)その他、自発的活動など 

福井県立大学地域連携本部と東京大学地域未来社会連携研究機構との連携協定締結に関わる交

渉および記念シンポジウムの企画 

 

 


